
美和地区集落支援活動 

 

美和地域の概要 

世帯数 1706世帯、人口 3136人、高齢化率 52.44％（令和８年３月 現在） 

 

美和地域担当 集落支援員 松本 

 

美和地域は大きく分けると 10地区(旧小学校区)ありますが、その中から夢プランを作成した長谷

地区・下畑地区の地域活動を支援しています。 

下畑地区について 

1. 地域の概要 

仏原・北原・渋谷・才ヶ峠・柿木原の 5つの単位自治会で構成 

世帯数は 93世帯、人口 142人、高齢化率は 69.0％（令和７年 12月 現在） 

 

2. 集落支援事業の経緯 

・平成 27年８月～12月  集落点検、個別アンケート調査を実施 

・平成 28年３月     アンケート報告 

・平成 28年度      ワークショップ会議を開催（計 4回） 

・平成 29年３月     「下畑地区 夢プラン」完成（※1） 

             市へ「下畑交流館」の設置要望 

・平成 30年度      下畑交流館建設に着手 

・令和元年度      特産品販売強化事業（やまぐち元気生活圏活性化事業を活用） 

・令和２年３月     下畑交流館完成(※2) 

・令和２年３月     下畑地区ふるさとづくり推進協議会から「あさいち部」を発足。 

・令和２年度      特産品販売強化事業（やまぐち元気生活圏活性化事業を活用） 

・令和２年７月４日   「せせらぎ朝市」開始 

・令和３年５月１日   「キッチンせせらぎ」開始 

・令和２年 12月     「感謝のきもちのもちつき大会」開始(年１回) 

・令和３年３月     「しいたけの駒打ち体験」開始(年１回)(令和６年度で一旦終了) 

・令和３年 10月     「下畑芸術祭」開始(年１回)(現在は「私のじまん展」に名前を変更) 

・令和６年２月     「まちづくり講演会」開始(年１回) 

(※1）夢プラン 

地域の課題を抽出しながら皆で課題を共有し、良いところをみつけ、目指すべき将来像を明

らかにし、実現できる計画・しくみを作り、行動につなげていくためのものです。 

(※2)下畑交流館（旧下畑集会所と旧下畑小学校施設の機能を集約した施設） 
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(設置目的) 

・拠点を一本化することによる新たなコミュニティ活動の促進や、当施設を利用し夢プラン

を実践することにより地域の活性化を図る。 

  ・高齢化により 1つの自治会では活動が難しくなっているため下畑地区 5自治会の交流の場

として設置し、集落間のネットワークの強化を図る。 

  ・朝市を開設し、遊休農地の利用を促進することにより農業の振興を図る。 

  ・小学校と連携し、地域学習や農業体験等の交流事業の実施 

  ・地区外や当地区出身者で他出している方との交流により、IJUターン等の促進を図る。 

  ・地域の投票所や避難所として利用する。 

 

3. 集落支援活動 

グランドゴルフ、ふるさと学習、盆踊り、祭り、清掃活動 

   下畑地区神楽大会（22回開催）・・・神楽愛好会主催 来場者平均 200名程度 

〇せせらぎ朝市の実施 

下畑交流館内の朝市ブースにて朝市活動を実施 

   ・令和２年３月    下畑地区ふるさとづくり推進協議会から「あさいち部」を発足。 

   ・令和２年７月４日 「せせらぎ朝市」OPEN！毎週土曜日８時～12時 営業中。 

地元産の新鮮野菜、自作の手芸品等を出品。 

２ 



〇令和３年５月１日 「キッチンせせらぎ」OPEN！毎週土曜日９時～11時 営業中。 

 人と人をつなぐ交流館として地域拠点の場として活用される事が期待される。 

地域活動拠点として地域内外との交流の場・憩いの場として集落の維持・活性化を図る。 

 

〇活動の様子 

・下畑芸術祭 

 

・しいたけの駒打ち体験 

 

 

 

３ 



４ 

・感謝のきもちの餅つき大会 

 

・まちづくり講演会 

 

・さつまいもの収穫体験 
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手漉き和紙のコサージュ 手漉き和紙の卒業証書 紙漉きの様子 

手漉き和紙の販売（レイクプラザやさか） 

長谷地区について 

１． 地域の概要 

上長谷・下長谷・日宛・百合谷の４つの単位自治会で構成 

世帯数 83世帯、人口 146人、高齢化率 64.4％（令和７年３月 現在） 

 

２．集落支援事業の経緯 

平成 22年７月～平成 23年１月  集落点検・アンケート調査を実施 

平成 23年２月～６月            ワークショップ会議を開催（計 4回） 

平成 24年 10月                 「長谷地区夢プラン」完成 

平成 27年４月           「長谷みどりの会」を発足 

平成 27年度             長谷みどりの会と美和中学校で卒業証書づくり開始 

令和元年度             手漉き和紙を使用したコサージュ作り開始(美和中学校) 

令和元年 11月          「県民活動きらめき賞」を受賞 

令和３年度            紙漉き事業（やまぐち元気生活圏活力創出事業を活用） 

令和６年度               手漉き和紙の販売（やまぐち元気生活圏活力創出事業を

活用） 

    令和４年度            岩国高校坂上分校 紙漉き体験を開始（年１回） 

 

３．集落支援活動 

〇和紙づくり事業の支援 

平成 22年度  岩国往来道に景観づくりを目的として三椏の苗木 100本を植樹 

長谷みどりの会と美和中学校で和紙づくりを実施 

  中学校との年間作業スケジュール 

 ・トロロアオイの種まき（５月）・トロロアオイの収穫（10月） 

     ・三椏の収穫（12月）・三椏の皮剥ぎ、黒皮剥ぎ（12月） 

     ・異物取り（１月）・紙漉き（１月）・三椏の植樹（２月） 

手漉き和紙を使用したコサージュ作りの作製 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ・紙漉き体験 

紙漉き体験（米軍基地ボランティア） 岩国高校坂上分校（1年生） 



６ 

 

美和地域担当 集落支援員 鈴木 

令和５年４月から阿賀地区と秋掛地区の２地区についても、新しく支援を始めた。 

 

阿賀地区について 

１．地域の概要 

郷・湯ノ迫・西・片山・立岩の５つの単位自治会で構成 

世帯数 63世帯、人口 88人、高齢化率 68.2％（令和８年３月 現在） 

２．集落支援事業の経緯 

令和５年４月               阿賀ふるさとづくり推進委員会総会で集落支援事業を説明 

令和５年６月          阿賀ふれあいセンター管理組合通常総会で支援計画決定 

令和５年 10月～         阿賀ふれあいセンター体験等 活動支援開始 

令和６年 10月          地域交流会（そば打ち体験）にて集落点検アンケート実施 

令和７年６月～         「農業で地域を元気に」プロジェクト 

（やまぐち生活圏活力創出事業活用） 

３．集落支援活動 

〇あかコミューンの支援 

 令和５年に開催された。空き家情報の展示、各種体験交流の支援を行う。 

    

 

〇阿賀きらめき福祉村の支援 令和５年～ 

 障がいのある方に１日思い切り楽しく過ごしてもらおうと始まり、令和７年には 12回目の

開催となった。会場や催しの準備等の支援を行った。 
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〇「農業で地域を元気に」プロジェクト 

・黒米栽培の様子 

       

・美和小学校４年生と黒米刈り取り体験 

  

・黒米やもち販売の様子 

              

 

〇活動の様子 

・地域交流会（そば打ち体験） 

    

  

 

 

 



８ 

・サロン「ほのぼの会」  

       

                     

   ・美和小学校児童とそば栽培～そば打ち体験実施 

種まき体験の様子 

   

    刈り取り体験の様子 

         

     脱穀の様子               そば打ち体験の様子 
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秋掛地区について 

１．地域の概要 

中山・秋掛・亀尾川・生見川・段子原・下大田原・中大田原・上大田原・秋中釜ヶ原の９つの

単位自治会で構成 

世帯数 112世帯、人口 173人、高齢化率 71.1％（令和８年３月 現在） 

２．集落支援事業の経緯 

令和５年６月          秋掛ふるさとづくり推進協議会総会で集落支援事業を説明 

令和５年６月下旬～７月末日    アンケート調査票による集落点検を実施 

  令和５年 10月          集落点検（アンケート調査）結果報告会開催 

   令和６年６月～         秋掛地域活性化プロジェクト 

                  やまぐち元気生活圏活力創出事業を活用 

  令和７年２月 13日        令和６年度活動報告会 

３．集落支援活動 

〇「５本の柱」の実践 

 集落点検の結果からまとめた下記の「５本の柱」の実践。 

 ⓵旧秋掛小学校利活用 ⓶秋掛太鼓の保存、継承 ⓷防災に関すること 

⓸営農体制に関すること ⓹大田原３地区の統合について 

 

〇親子で作る竹のおもちゃ教室  

・令和６年８月（竹とんぼ、鳩笛） 

         

               

・令和７年８月（竹のランタン、竹とんぼ） 
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〇オリジナル ミニ門松を作ってみよう 

・令和６年度の様子（秋掛ふるさとづくり推進協議会主催で開催） 

    
 

・令和７年度の様子（講師として招かれ、２会場で開催） 

       
 

  〇美和中学校 ふるさと交流会（秋掛太鼓保存会） 

   毎年行われており、生徒が秋掛太鼓を体験。中学生だけで１曲演奏できるようになることを

目標にしている。 

         
 

〇美和小学校 総合的な学習の時間（秋掛太鼓保存会） 

 令和６年度から「美和町の伝統芸能について学ぶ」というテーマで始まった。子ども芸能大

会やサンチャロウまつり、弥栄湖なごみ広場桜まつりに出演。 

令和６年度の様子           令和７年度の様子 

         



８ 

11 

                           

 〇地域の PR 

 ・令和６年度 案内板やパンフレット「あきがけ地域ふるさとマップ」作成 

     

 

 ・令和７年度 案内板やウォーキングマップ「あきがけ地域ふるさとウォーキングマップ」 

作成、歴史講座やウォーキングイベント開催 

      

・案内板設置の様子 

   
歴史講座の様子         ウォーキングイベントの様子 

        
     

                     


